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ァ 与式 =～

イ 与 式 = 5 + ( - 9 ) × 2

= 5 - 18

= 一心

ウ 与 式=
4 ab 3 , 7

loab
2

郜
4 (x - 3 Y) ー (x- 5 Y )

ェ 与 式 =

8

=

4x - 12 Y - x +5Y

8

32x - 7 は
=

オ 与式
×

主 + 3万
時:主段

= 2区 t 3.√ 二主
= 4√3 + 33

2√石 = 2 × 23
= 7√3 = 4B
um



(2 ) 解 の 公式 より

x= -
( -5 ) ±√ (- 5 ) 2 - 4 × 3 × 1

2 × 3

=

5 ±√15

bmmm

(3 ) 平行四辺形の面積～10

よって

xy = 10 : =逃
14 ) Y の 変域 が 正 なので ､ グラフは 下 に 凸

っ

よって
､

a 70

グラフより ､ x = 3 のとき Y =15変域感 よって
15 = a ×32

- 2

↑ ;
“

⇒ 9 a = 15

x の変域 :
: a然

15 ) 2つのさいころを 投 げるとき ､
出 る 目 は 6 × 6 =36通り
m

a t 2b = 10 a = 10 - 2 b= 2 (5 - b ) より
A は 偶数である ｡ 必 a = 2 × ( 5- b ) で 5 - bは整数
よって at 2b = 10 を 満たす (ab ) の 組 は

(a , b ) = ( 2 , 1 )
,
( 4

.
3 )

,
( 6 , 2 ) の 3通り
m



したがって ､ 求 める確率 は 年点
2

.

( 1 ) a = 43 = 0
.

075

り ､数第3 位 を四捨五入 して 0
.
08
~

(2 )
↓
第3 四分位数

箱 ひげ 国 より ､ 第 3 回分位数 は 7. 5 であるがが
b = 4

,
C = 4

,
d = 3 のとき

､
小 さい 方 から 30番目 も

31番目 も 7 となり
､第 3 回分位数も 7 となる ｡

よって品

(参考 )
下 位 データ

0000000000:
第 1四分位数 中央値

: 0000000000000位
デー終

中央値 第3四分位数
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(り
グラフより､ 下山 にかかっ
時間 は

90 - 60 = 30分間
mm

0 0

(2 )

鑾
① B さんが 忘 れ 物 に気 づくまで ､ 山頂 から 分速
40 m で 200 m 進んだから ､登山口 からの 距離 は
1200 - 200m = 1000mm 歩 いた 時間 は 200 ÷ 40

= 5 分
②れ物 に 気 づき ､

同

じ 速 さで 山頂 まで戻 ったので ､
5分 かけて 200m 順へ 向 かって 歩 いた ｡

③ 9時 30分 に A さんとすれ
違ったので ､ すれ違った

場所 は ､登山口 から 900 m の 地
､
点



したがって
､
山頂からすれ 違った 場所は､

1200 - 900 = 300 m
､

④ B さんはすれ違うまで ､ 300 m を分速20m で 歩 いた

から
､
歩 いた 時間 は

､

300 : 20 = 15 分
したがって ､ Bさん時 15 分 に 山頂 を 再び
出発 した

｡

⑤ よって B さんが 山頂 で 探 していた 時間 は 5遊

(3)

グラフより ､ Aさんが登山
したのは ､40 分 で 1200

進んだから
､

速さは

1200 ÷ 40 = 30

0
∴ 分速30mmmmm

C さんは 10 時 に 登山口 から 400 m の 地点 にいたので､
歩 いた 時 間 は

車
? = 60 × B =20秒

400 ÷: 30 : 世 -
13 分 や 分= 20 秒 だから ( さんが

登山口すしたのは16 時 の13

分
20
秒前

を警影
9時 46分 40秒 A さんは 9時 ちょうどに 登山口 を

出発 しているので ､ Aさんが出発して46 分40秒後
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決めた 3 点 シュートの 本数 を x本
､

2 点 シュートの
本数を 本 とする

3 x t 2y + 8 = 68 ーの … 点数{
xt y t 8 = 80 ×

,0045 ～ ② … 決めた

シュート本数
① より

3xt 2 y = 60 ー ③
② より
xty = 28 ー④

③ - ④× 2 より x = 4 を ④ に代入 して
3 xt 2 y = 60 4 tY ≡28

J 2x +
2 Y = 56 <

: y =24
x = 4

よって 3点 シュート 4 本
～､

2 点 シュート 24本
～

5 ① A を通 り β に 乗線 な
①

X ② 線 を描 く

ペ ②線分 BC の 乗直等分
線 を描 く

℃ ③ のと ② の 交 点 が
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左国 のように 口 OFCG を

考える
FG は 円 O の 接点 だから
L OFC = 900

L LCGO = 900

また ､ DABCD は正方形
だから

7 F LBCG = 900

四角形 の 内角 の 和 は 360 だから
LFOG = 360 - ( 90 ~+ 90+ 90

~ )
= 900

っ

FG において ､ LFIG は 円周角
､
LFOG は 中心角

より
L FIG = ILEOG

= 土 × 90=
～

450

(に
0

ん

｡ ｢



OCDM と OLND において
､

ADIBC より 錯角 は等しいのでで
∠ DMC = LNLD ー ①

正方形 ABCD より
LDCM = 90 ー ②

線分 JK は 円 の 直径 より LJLK = 90% よって

LNLD = 90 ー③
②
,
③ より

LDCM = LNLD ー ④
①
.④ より 2組 の 角 がそれぞれ等しいのでで

OCDM SOLND (証明終わり )

(3 )

‰
入
2

ノ

PFHF は 円下 の 申心 だから､ PF = HF

よって PF = 4 cm
～

また､ F は BC の 中点 だから ､ BF =2cmmmm
LPBF = 90より OPBF で 三平方 の 定理 から



PB = N 4? 116: ⑫= B
= 2√3

したがって ､ OPBF は

BF : PF : PB = 2 : 4 : 23
≡ に 2 : 3

の 直角三角形 なので ､LPFB =60
~

'
30011

(20
し .
30
=
2

ー

'

また
､ OR = OF (円 O の 半径) より ､ OORF は 二等辺
～

三角型 で LOFB =90 ､ < PEB = 60 より
L OF R = 30

~

.

よって ､ LORF =30～ LOPF = 120
~

～ ←

求 める 面積 = おうぎ形 FPQ - ③

⑦ = おうぎ形 ORF - 0 OPF

おうぎ形 FPQ の 面積は ､

4 火 × TV ×360 ℃ =16 π× も

=
⑤π



おうぎ 形 ORF の 面積 は

22 ×π ×

36℃ , = π 4 事

=

⑤
π

OORF の 面積 は
､

0 0 から PF に 垂線を F ろした
2 ‰ 足 を I とする

R
｢ 130 π

∠ ROF = 120より LROI =600呈 F

よって OORI は 30 -60~
-

90の直角角形
だから
oI= RI

= に 2冷

よって

OI : OR = に 2

⇒ OI : 2 = 1 : 2 : :OI = lom
～

OI : RI = に √3
亙 1 = RI = に √B :

. RI = B

OORE はニ等辺三角形 より I は RF の 中点
よって RF = 2RI より RF = 23cm
～

したがって ､ LORF の 面積 は
､

上 × 3 × 1 =3

よって

⑦ = ⑤π 一 B



したがって ､ 求める 面積 は ､

秀 π ( *π_ β )= 5 π+3～

7
しい )

辺 AB とねじれの 位置にあるのは､
近 CF, 辺 DF , 辺EF～

(2)

A D = BE で G は BE の 中点
\

,F
:

,

; だから ､ GE = 5 cm
～

AB = DEE , H は DE の中点
だから

､

EH = 2 cmm
～

\
BC = EF で EI : 1 F = 2 = 1

｢
= だから

∞-2㎡ ､ EI ～
3

×
2= 2cm

ー

2一③ m



LDEI = 90 より ､ OHEI で 三平方 の 定理 から

凸2cm②=√ 4+4=√5 = 2㎡
ー

また
､
口 ADEB は 長方形 であるから

､

LDEG = 900

よって ､ OGHE で平方
の

定理 より
ー

GH =2 =√ 4+25
= 29 = 29

同様に口 BEFC は 長方形” であるから ､ LBEF = 90

よって OGEI で 三平方 の 定理より
ー

GI = √ 22 + 52
= 29

したがって OGHI は GH =GI の二等辺角形 である
｡

Q G から HI に乗線を下 ろした 足 を J
≡9 E9 とすると ､ J はHI の中点 であるから

Hh. J 1 HJ =2 cm
2Ʃ /
I

OGHJ で 三平方 の 定理 より
GI = N｢F92㎡ 2

“√29-
ュ

= 3.√ 3cm = 7 = 3B

よって
､
OGHI の 面積 は

I × 2≡× 3√ 3 =36c
～



(3 )

CL = xcm とおくと ､

1 BK =xemmmn
MK 1IDE より

10 1 ! MK - PE =BKBE
O BMK とOBDE

x M ) KE MKIDEより

\ 1 D ) E 同位角が等 しい

'
ので二 3 ←

\ LBMK = LBDE ーの
4 ' < BKM = LBED ー②
ー 3

①
.
② より 2組 の 角 がそれぞれ

等 しいので ､ OBMKsOBDE
よって MK : DE = BK = BE

したがっ

Mk : 4 = x : 10 .

⇒ IOMK = 4 x ∴ Mk =5 x
三角錐CKLM の 体積は ､
Ix 5xx 3～ "xx

' s = 5 xx
OKLMの面積節高 さ

これが 10 c㎥ より

5x2 = 10 : x
℃
= 50

x 70 より x =√50 = 5fcm
～


